
～財団職員がそれぞれの想う「屋久島」について語るコーナー～

連載【屋久島を想う】

『 』雨は好き？嫌い？
研修センター勤務 ：丸 宏樹

社会人としての第一歩を

ここ屋久島で踏み出して早
くも半年が経とうとしてい

ます。晴好雨奇な屋久島の

大自然に魅了される毎日です！・・・

が、一つだけ気になることがあります。

【雨が少ない】
屋久島は一月に３５日雨が降ると言われ

るくらい雨の多い水の島。しかし今年は

記録的に雨量が少ないようです。温暖化

などが関係しているのでしょうか？
人間には疎まれがちな雨ですが、植物

にとっては恵みの雨です。非人間中心に

考えると雨がもっと降ってほしいです。

屋久島を学ぼう！

～「出張！屋久島研究講座」から～

8 3に、宮浦中学校で、出張！屋久島研究/
講座（宮浦中学校職員研修）が行われまし
た。
今回は、屋久島まるごと保全協会幹事の

手塚賢至さんを講師として、宮浦中学校の
職員を対象に 「屋久島の概要と現在かかえ、
る課題」についてお話をしていただきまし
た。時折、質疑を繰り返しながら和気あい

あいの中にも、現在の屋
久島の抱える課題につい
てじっくりと考える機会
になりました。

屋久島環境文化村中核施設休館日のお知らせ

村センター： 9 7,9 14,9 28/ / /
10 5,10 13,10 19,10 26/ / / /

研修センター：9 7,9 14,9 24,9 28/ / / /
10 5,10 13,10 19,10 26/ / / /

森の「いろいろ事情がありまして」
ピッキオと軽井沢野鳥の森の仲間たち 著

光合成を行わない植物に、芋の栄養によって性転

換する不思議な植物、何キロも旅をする蝶、身近な

小鳥の食生活…。この本には、とても多くの種類の

動植物が登場します。まったく別の生き物同士が助

け合ったり、かと思えば同じ生き物同士でいがみ合

ったり…。 小さな森を舞台に繰り広げられる生き

物たちの赤裸々な私生活。自然を見る目が 180度変

わる本です。

＜研修センターにて閲覧出来ます＞

!?おしかった

ドラゴンボート大会出場！！
8 2に行われた第２回屋久島町ドラゴンボー/

ト大会に財団も参加しました。
、 、夏の強い陽射しの中 懸命に漕ぎましたが

結果は初戦敗退…敗者復活戦も行われました
が、あえなく敗退しました。

敗因は極度の練習
不足。大会の２週間
前に出場を決めた、
急ごしらえなチーム
でした。
今年の失敗をもと

に来年は優勝を狙い
ます！！
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